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〜COVID-19の影響と肺炎球菌ワクチンについて〜

COVID-19の影響

2000年以前は誤嚥性肺炎を防ぐために胃瘻の設置が盛んにおこなわれていたが、その後、胃瘻は誤嚥
性肺炎の発⽣率を軽減しないことが⽰され 、⽇本⽼年医学会からも胃瘻造設は慎重に検討するべきで

あるとの声明が出された 。このように、技術的な⽅法で肺炎を減らすのは⾮常に困難である。2020年
4⽉〜10⽉に全国38病院に⼊院した患者数を調査したところ、COVID-19流⾏初期は全体的に⼊院患
者数が減少していた。がん患者や⼼疾患患者では⼀時的に⼊院患者数の減少が認められたものの、しば

らく後には再び増加し、最終的には元に戻った。⼀⽅、肺炎患者は⼊院患者が減少したまま元に戻ら

ず、約50％程度まで減少した 。⼿洗い、マスクなどのCOVID-19対策が功を奏し、インフルエンザや
肺炎が減少したと考えられる。 
 
COVID-19は肺炎球菌ワクチンの出荷本数にも影響を及ぼしている。2019年に出荷された肺炎球菌ワ
クチン（PPSV23）の本数は4〜6⽉に352000本、7〜9⽉に271000本と、COVID-19流⾏初期は受
診控えによって出荷本数が減少した。しかし、肺炎に対する危機感が⾼まったためか、10〜12⽉は
473000本、2020年1〜3⽉は497000本、4〜6⽉は475000本、6〜9⽉は594000本と出荷本数が
増加していた 。
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肺炎球菌ワクチンの接種率

⽇本における肺炎球菌ワクチンの接種率を調査したデータは少ない。2013年に⾃治体の65歳以上の⼈
⼝とワクチン（23価肺炎球菌莢膜多糖体型ワクチン：PPSV23）の出荷数から接種率を推定した検討 
では、東⽇本⼤震災時に無償接種が実施された岩⼿県（51.3％）、宮城県（56.3％）、福島県
（68.7％）で全国平均（25.4％）よりも接種率が⾼かった。このため、公費助成とワクチン接種率に
は密接な関連があると考えられる。
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肺炎球菌ワクチン普及のための取り組み（図1）
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諸外国の65歳以上における肺炎球菌ワクチンの接種率は、英国で70.6％（2020年4⽉〜2021年3
⽉）、⽶国で63.6％（2015年）と⽇本に⽐べて⾼く、⽇本はワクチン後進国と⾔われており、その背
景には⽇本⼈のワクチンの安全性に対する不信感があると考えられる。⽇本では2014年10⽉から肺炎
球菌ワクチンの定期接種が開始されたことで、徐々に接種率が上がってきている  。 
 
⽇本呼吸器学会の成⼈市中肺炎診療ガイドライン（2007年版） では、①65歳以上の⾼齢者、②2〜
64歳で慢性⼼不全（うっ⾎性⼼不全）、慢性呼吸器疾患（COPDなど）、糖尿病、アルコール中毒、
慢性肝疾患（肝硬変）、髄液漏の患者、③脾摘後、脾機能不全④⽼⼈施設や⻑期療養施設などの⼊居

者、⑤易感染性患者を肺炎球菌ワクチン接種の適応としている。様々な理由で来院する患者で上記の条

件に当てはまる⽅は⾮常に多いと考えられるが、実際にワクチンを接種している医師は少なく、積極的

にワクチン接種を勧める必要がある。
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順天堂⼤学における接種率向上のための取り組み

順天堂⼤学では肺炎球菌ワクチン接種率を向上するため、全ての患者の電⼦カルテに肺炎球菌ワクチン

の接種状況をチェックする欄を設けている。これによって医師が患者に接種歴を確認し、未接種の患者

に接種を促し、ワクチンのことを知らなかった患者に説明をする機会が得られるようにしている。ま

た、個⼈的な取り組みとして、各医局員が何⼈の患者にワクチンを接種したか毎⽉データを集計し、評

価している。外科やICUと異なり、プライマリ・ケアや総合診療は医者の実績を評価するのが難しい
が、外来で肺炎球菌ワクチンの接種が可能な患者に対して、何⼈接種できたのかというのは、どれくら

い接種率向上に取り組んでいるかの、ひとつの医療の質の指標になると考えられる。
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当院で全⼊院患者を対象に、肺炎球菌ワクチン（PPSV23）接種の有無と予後の関連を検討した結果、
肺炎球菌ワクチン（PPSV23）接種有りの群において、⼊院中の全死亡率、⼊院⽇数、医療費が有意に
減少していた（それぞれp=0.008、p<0.001、p<0.001、Fisherの正確確率検定またはMann-
Whitney U検定） 。また、わが国の介護施設⼊居者を対象とした研究から、30〜40⼈に肺炎球菌ワク
チン（PPSV23）を接種すると1⼈の肺炎球菌性肺炎死亡を防げることが⽰されている  。このような
結果から、基礎疾患や既往歴に関係なく、幅広い⼈々へ肺炎球菌ワクチンを普及させることが⼤切であ

り、接種を受ける患者側、実施する医師側の両⽅からのアプローチが必要と考えられる。その対策とし

て、順天堂⼤学を中⼼に患者向けのセルフチェックアプリや医師・医学⽣向けの感染症教育アプリを開

発し、提供している。今後、医師・研修医・医学⽣に対するワクチン接種の意義を教育、徹底するこ

と、看護師や薬剤師などのワクチン普及への参画が重要だと考えられる。
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「接種不適当者を含む接種上の注意」等は、DI⾴をご確認ください。
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